
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動車運転者の長時間労働の問題点、自動車
運転者の苛酷な労働実態の現状についてなど、
自動車運転者の健康維持や人間らしい生活の確
保のための休息時間（勤務間インターバル）の
在り方について考える目的で、日本弁護士連合
会（日弁連）主催のオンラインによるシンポジ
ウムの開催が 9 月 7 日（水）に実現します。 

自動車運転者が全産業平均と比べて実労働時
間が長く、特に道路貨物運送業（トラック）
は、過労死等の労災請求件数、支給決定件数と

も最も多くなっている中、厚生労働省労働政策審議会で改善基準告示の見直しが議論されています。日弁連
では、2022 年 3 月 18 日に「改善基準告示の見直しに当たり、自動車運転者の休息時間（勤務間インターバ
ル）を連続し 11 時間以上と定めることを求める会長声明」を発出しました。 

会長声明をはじめシンポジウムの開催は、この間、2017 年に日弁連貧困問題対策本部内勉強会や 2019
年に建交労全国トラック部会による「トラックの日」神奈川行動において、日弁連の弁護士の方々と共同
で、現場の実態把握のための対話活動などを通した活動をおこなうなど、トラックの実態を知っていただく
ための連携を続けてきたことによるものです。                  【登録フォーム↓】 

つきましては、建交労地方トラック部会をはじめ、多くのトラック職場の仲間の皆さん
の参加を呼びかけます。参加については、オンライン ZOOM になり事前登録が必要です。
以下のＵＲＬまたはＱＲコードからアクセスし、必要事項を記載の上、登録を進めていた
だきますようお願いいたします。締め切りは 8 月 31 日となっています。 

【日弁連シンポジウム案内】https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2022/220907.html 

 
 
 
 8 月 16 日、全国トラック部会を代表して、足立部
会長・上村副部会長・鈴木事務局長・首都圏のトラッ
ク部会代表者 4 人で厚労省監督課への要請をおこな
いました。 
 要請内容は労政審で議論されている告示について、
建交労の意見を提出。休息期間や拘束時間を中心に意
見交換をおこないました。 

建交労全国トラック部会 メール：masaakisuzuki@kenkourou.or.jp TEL：03-3360-8021 
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↑2019 年「トラックの日」神奈川行動 
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シンポジウム

【お申し込み方法】
参加を御希望の場合は、【8月31日（水）】までに以下のURL又は二次元コードから
お申し込みください。

※ご提供いただいた個⼈情報は、⽇本弁護⼠連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理し、本シンポジウムの事務のために
利⽤します。また、この個⼈情報に基づき、⽇本弁護⼠連合会⼜は⽇本弁護⼠連合会が委託した第三者から、シンポジウム等のイ
ベントの開催案内、書籍のご案内その他当連合会が有益であると判断する情報をご案内させていただくことがあるほか、個⼈情報
は統計的に処理・分析し、その結果を個⼈が特定されないような状態で公表することがあります。

◆基調講演
「労働時間の上限規制と労働力の確保」
山縣 宏寿 氏（専修大学経済学部准教授）

◆特別講演
「休息期間変更案に喜べないトラックドライバーの現状と特性」
橋本 愛喜 氏（元トラックドライバー・ライター）

◆パネルディスカッション
「自動車運転者の労働実態と休息時間（勤務間インターバル）のあり方
について考える」
・山縣 宏寿 氏（専修大学経済学部准教授）
・橋本 愛喜 氏（元トラックドライバー・ライター）
・菊池 和彦 氏（全国自動車交通労働組合総連合会書記長）
・鈴木 正明 氏（全日本建設交運一般労働組合書記次長・全国トラック部会事務局長）

日 時：

※本シンポジウムは、ZOOMを利用したウェビナー形式で開催いたします。
2022年 9月 7 日(水)17:00～20:00

自動車運転者の労働実態と
休息時間（勤務間インターバル）

について考える
タクシー、バス、トラックなどの自動車運転者は、全産業平均と比べ、年齢が高く、実労働
時間が長い傾向にあります。
本シンポジウムでは、長時間労働の問題点、過酷な労働実態の現状について現場からの
報告を受け、自動車運転者の健康維持や人間らしい生活の確保のための休息時間（勤
務間インターバル）のあり方について考えます。
是非ご参加ください。

お問い合わせ
日本弁護士連合会人権部人権第一課 TEL.  03-3580-9５０１

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/drivermo/sympo/

※定員５００名・参加費無料


